
東京炭鉱というバス停をご存知でしょうか？ 

ここには昔、亜炭
あ た ん

や泥炭
でいたん

を掘るための炭鉱がありました。 

暖房や肥料などさまざまな用途で使われていましたが、 

青梅で採れることがなぜわかったのか、 

また、どうして今は炭鉱として使われていないのかなど、 

東京で唯一の炭鉱についてのお話を皆さんにお伝えしま

す。 

おうめ環境フェスタ２０２４基調講演 

「東京で唯一の炭鉱！ 

が青梅にあったお話」 

日時：１１月２４日（日） 午後１時３０分開場、２時開演 

会場：青梅市役所議会棟大会議室（入場無料：要事前申し込み）  

対象：市民 

講師：川鍋 幸三郎氏（元青梅市文化財保護指導員） 

 

申し込み方法な

ど、詳細について

はこちらの二次元

コードから 

主催：青梅市 
   おうめ環境市民会議 
問い合わせ： 
 青梅市環境部環境政策課 
 ０４２８－２２－１１１１ 
（内線２536・2537） 

 ←炭鉱があった場所 

 

  跡地と見られる穴→ 

 

撮影：太田知子 

撮影：濱田光一 

撮影：太田知子 


